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村
税

村
で
は
去
る
九
月
二
十
九
日
議

会
を
招
集
し
て
、
昭
和
三
十
二

年
度
会
計
の
決
算
書
及
そ
の
他

の
議
案
を
提
出
し
て
、
そ
の
承

認
を
受
け
ま
し
た
。
決
算
の
内

容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
記
の
通
り

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
村
税

は
一
般
会
計
に
お
い
て
、
才
入

総
額
六
千
三
百
八
十
六
万
二
千

円
に
対
し
て
、
千
八
百
四
十
三

万
千
円
で
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
に
お
い
て
、
才
入
総
額
八

百
六
十
三
万
九
千
円
に
対
し
て

四
百
四
十
万
八
千
円
で
五
十
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
ま

す
。即

ち
、
昭
和
三
十
二
年
度
に
お

い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
は
、
村

税
と
し
て
二
千
二
百
八
十
三
万

九
千
円
を
負
担
し
た
乙
と
に
な

り
ま
す
。

本
村
の
世
帯
数
及
び
人
口
は
大

体
二
千
百
世
帯
、
，
一
万
一
千
人

内
外
で
す
か
ら
、
一
世
帯
当
り

一
万
八
百
七
十
五
円
、
一
人
当

り
二
千
七
十
六
円
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

然
し
こ
の
中
に
は
、
県
営
渡
川

発
電
所
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る

固
定
資
産
税
と
同
質
の
、
国
有

資
産
等
交
付
金
と
か
、
九
電
等

村
外
大
口
納
税
者
の
固
定
資
産

税
、
た
ば
こ
消
費
税
、
電
気
ガ

ス
税
等
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
直

接
負
担
さ
れ
な
い
村
税
が
約
六

百
万
円
程
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ

の
額
を
差
し
引
い
た
千
六
百
八

十
三
万
九
千
円
が
実
際
の
負
担

額
に
な
り
、
一
世
帯
当
り
八
千

十
八
円
、
一
人
当
り
千
五
百
三

十
円
に
な
り
ま
す
。
又
以
上
の

額
は
何
れ
も
昭
和
三
十
二
年
度

申
に
、
納
付
ざ
れ
た
負
想
額
で

あ
り
ま
す
が
こ
の
外
、
滞
納
と

し
て
本
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た

未
徴
三
二
が
四
百
八
十
七
万
二

千
円
程
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

分
が
任
度
内
に
納
ま
っ
て
い
た

ら
負
担
額
も
若
干
変
っ
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
れ
に
せ
よ
、
村
財
政
の
三
〇

に
つ
い

　
　
　
　
　
　
の

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
皆
さ
ん
の

直
接
の
負
担
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
る
わ
”
で
あ
り
ま
す
。
然

’
あ
村
税
臆
、
国
県
の
補
助
金
等

の
よ
う
に
予
め
使
途
を
定
め
ら

れ
た
所
謂
、
ヒ
モ
付
き
財
源
で

は
な
く
、
実
際
に
必
要
な
所

に
、
必
要
な
額
を
重
点
的
に
使

用
出
来
る
村
独
自
の
財
源
で
す

か
ら
村
税
の
持
つ
価
値
は
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
も
八
○
パ
’
ー
セ

ン
ト
に
も
当
る
わ
け
で
す
。

未
三
七
額
の
四
百
八
十
七
万
二

千
円
が
全
部
納
付
さ
れ
て
い
た

ら
、
村
民
福
祉
の
為
ど
れ
程
の

働
き
を
し
て
い
た
か
、
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
で
し
よ

．
つ
。

昭
和
三
十
二
年
度
村
税
は
決
算

に
お
い
て
、
八
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
牧
入
明
を
示
し
昭
和
二
十

て
四
年
度
以
来
の
成
績
で
、
国
が

要
求
す
る
全
国
平
均
に
達
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
大
部
分
の
納
税
者
の
皆
さ

ん
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
御
協
力

の
賜
と
深
く
感
謝
致
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
税
金
は
、
そ
の
人
の

力
に
応
じ
て
、
公
平
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
公
平
に
課
税
さ
れ
た

税
金
は
村
民
福
祉
の
為
に
の
み

使
用
さ
れ
平
等
な
権
利
と
し
て

還
元
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

滞
納
の
整
理
も
公
平
の
原
則
上

村
長
の
義
務
と
し
て
法
律
に
定
「

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
滞
納
「

さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ
い
て
」

も
、
本
年
度
申
に
は
必
ず
完
納

さ
れ
る
よ
う
強
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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東
郷
村
議
会
臨
時
議
会
は
九
月

二
十
九
日
午
前
十
時
村
議
会
議

事
堂
に
招
集
さ
れ
会
期
三
日
間

で
次
の
事
件
を
審
議
決
定
し

た
。○

議
案
第
二
十
九
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

　
つ
い
て
、

　
本
件
村
教
育
委
員
橋
口
武
志

　
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
「

，
者
の
詮
衡
で
あ
っ
て
同
氏
を
一

　
再
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
議

，
決
し
た
。

○
議
案
第
三
十
号

　
鶴
野
内
門
有
財
産
の
処
分
に
…

　
つ
い
て
、

　
本
件
鶴
野
内
の
亀
有
財
産
三

　
反
九
畝
一
九
歩
を
成
願
寺
に

　
寄
贈
し
て
あ
っ
た
が
登
記
未

　
完
了
の
た
め
登
記
手
続
の
必

　
要
に
よ
り
無
償
贈
与
を
す
る

　
議
案
で
原
案
ど
お
り
可
決
確

　
定
し
た
。

○
議
案
第
三
十
一
号

　
昭
和
三
十
三
年
三
月
か
ら
五

　
月
ま
で
の
天
災
に
よ
る
被
害

　
農
林
業
者
の
経
営
資
金
借
入

　
に
対
す
る
利
子
及
損
失
補
償

　
の
契
約
に
つ
い
て
、

　
本
件
は
日
向
開
拓
農
協
が
融

　
資
を
う
け
る
昭
和
三
十
三
年

，
三
月
か
ら
五
月
置
の
天
災
に

　
ょ
る
被
害
農
林
業
者
の
経
営

　
資
金
の
利
子
及
損
失
補
償
契

　
約
の
中
本
村
関
係
者
分
に
っ

　
い
て
の
契
約
の
議
案
で
原
案

　
ど
お
り
可
決
確
定
し
た
。
・

O
認
第
一
号

　
昭
和
三
十
二
年
度
東
郷
村
歳

　
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

　
て
、

　
本
件
後
日
財
政
白
書
を
も
つ

　
て
公
表
す
る
が
才
入
六
三
、

　
八
六
二
、
一
八
五
円
に
対
し

　
才
出
六
〇
、
二
三
四
、
六
七

　
四
円
で
差
引
三
、
六
二
七
、

　
五
一
一
円
は
翌
年
廣
繰
越
で

　
原
案
を
認
定
し
た
。

○
認
第
二
号

昭
和
三
十
二
年
度
東
郷
村
国

　
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
参
入
常
事
決
算
認
定
に

　
つ
い
て
、
．

本
件
才
入
八
、
六
三
九
、
九

　
一
〇
円
に
対
し
導
出
七
、
〇

　
六
四
、
三
ご
○
円
で
差
引

　
一
、
五
七
五
、
五
九
〇
円
は

　
翌
年
度
繰
越
で
原
案
を
認
定

　
し
た
。

○
認
第
三
〇
号
　
　
　
　
　
　
｝

　
昭
和
三
十
二
年
度
東
郷
村
国

　
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
施
・

設
勘
定
特
別
会
計
才
入
才
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
、

本
件
玉
入
六
、
八
〇
五
、
九

〇
三
円
に
対
し
才
柱
梁
、
四

、
〇
三
、
五
九
四
円
で
差
引
四

〇
二
冨
三
〇
九
円
翌
年
度
繰

越
で
原
案
を
認
定
し
た
。

来
年
は
選
挙
の
年
で
す
1

今
年
も
九
月
十
五
日
現
在
で
基

本
選
挙
人
名
簿
を
調
製
中
で
あ

り
ま
す
。
御
忌
知
の
と
お
り
来

年
の
四
月
に
は
県
知
事
、
県
議

会
議
員
、
村
長
、
村
議
会
議
員

の
選
挙
に
引
き
つ
望
い
て
参
議

院
議
員
の
選
挙
と
非
常
に
沢
山

な
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
が
実

際
に
選
挙
権
は
あ
っ
て
も
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
な
い
と

選
挙
権
の
行
使
、
つ
ま
り
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
ま
し

て
は
斯
様
な
こ
と
の
な
い
よ
う

万
全
を
期
す
る
為
区
長
さ
ん
、

組
合
長
さ
ん
を
通
じ
て
目
下
慎

重
に
之
が
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
者

の
資
格
は
今
次
基
本
選
挙
人
名

簿
の
場
合
日
本
国
民
で
本
年
十

二
月
二
十
日
置
で
に
満
二
十
歳
．

以
上
に
達
す
る
者
で
本
年
九
月

十
五
日
ま
で
引
つ
団
き
三
カ
月

以
上
本
村
に
住
所
を
有
す
る

者
、
つ
ま
り
昭
和
十
三
年
十
二

月
二
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
者

で
本
年
六
月
十
六
日
以
前
か
ら

本
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。勿

論
欠
格
事
項
に
触
れ
る
人
例

え
ば
禁
治
産
者
、
禁
こ
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
執
行
申
の
者
と
・

か
一
定
の
犯
罪
に
よ
り
公
民
権

を
剥
脱
走
れ
て
い
る
人
等
は
登
”

、
録
で
き
ま
せ
ん
。
以
上
の
人
に

つ
い
て
調
査
し
調
製
す
み
の
で

あ
り
ま
し
て
名
簿
は
十
月
三
十

一
日
迄
に
調
製
を
終
り
十
一
月

五
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で

十
葦
笛
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
中
が
同
時
に
異
議
申

立
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

そ
こ
で
本
年
は
名
簿
の
縦
覧
場

所
を
役
場
に
指
定
す
る
外
十
一

月
五
日
か
ら
十
五
日
間
各
区
長

さ
ん
宅
に
名
簿
の
抄
本
を
送
付

す
る
こ
と
に
致
し
て
い
ま
す
の

で
そ
の
期
間
申
に
必
ず
お
互
が

洩
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
区

長
さ
ん
宅
で
確
め
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

爾
こ
こ
で
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
住
民
登
録
で
あ
り
ま
す
。
申

請
は
出
さ
れ
て
も
こ
の
住
風
登

コ
」

小
鳥
い
ろ
い
ろ

魎

庭
の
木
に
喘
げ
る
ひ
た
き
の
美
く
し
く
ま
ひ
あ
そ
び
つ
～
声
さ
び
て

暗
く

聞
き
を
か
て
笑
い
ぞ
う
か
べ
み
そ
さ
ざ
い
ひ
た
き
も
声
の
み
な
あ
は

れ
な
る

帰
還
を
ひ
と
つ
落
し
て
ゆ
き
に
け
り
地
面
す
る
ば
か
り
ま
ひ
ゆ
け
る

鳥
は

・
静
砂
さ
に
喘
く
早
き
こ
ゆ
哺
く
声
に
こ
も
れ
る
い
の
ち
あ
り
が
た
き

．
か
な

録
が
し
て
な
い
た
め
に
、
特
に

本
籍
が
本
村
に
な
い
人
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
資
格
要
件
等

に
拠
る
べ
き
処
が
な
く
て
事
務

当
局
と
し
て
は
非
常
に
困
っ
て

い
る
様
な
人
が
相
当
数
あ
り
ま

す
。
選
挙
権
の
行
使
が
お
互
の

権
利
で
あ
る
と
同
時
に
住
民
登

録
も
ま
た
法
に
よ
っ
て
義
務
づ

け
ら
れ
た
日
本
国
民
の
義
務
で

あ
り
摩
す
。

ま
だ
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い

人
は
此
の
際
早
目
に
役
場
の
住

民
登
録
量
へ
登
録
申
請
を
し
て

下
さ
い
。

　
　
東
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会
便
り

一
、
農
地
の
改
廃
に
は
知
事
の

　
許
可
が
必
要

農
地
の
売
買
や
小
作
契
約
子
に

つ
い
て
は
知
事
の
許
可
が
必
要

で
あ
り
．
こ
の
点
は
九
五
パ
ー
．

セ
ン
ト
守
ら
れ
て
い
る
が
農
地

を
他
の
目
的
に
使
用
を
改
め
る

場
合
、
た
と
え
ば
家
を
建
て
る

又
は
山
や
原
野
に
す
る
場
合
も

同
様
許
可
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
殆
ん
ど
許
可
手
続
き
が

為
さ
れ
て
い
な
い
の
で
県
の
農

業
会
議
が
こ
の
違
反
に
対
し
強

力
な
指
導
に
乗
り
出
す
事
に
な

っ
た
。
こ
の
場
合
指
導
に
応
じ

な
い
場
合
は
罰
則
の
適
用
も
己

む
を
得
な
い
と
し
て
い
る
の
で

既
に
農
地
の
改
廃
を
し
て
い
る

向
は
勿
論
今
後
改
廃
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
早
急
に
許
可
手
続

き
を
執
ら
れ
た
い
。

二
、
自
作
農
維
持
資
金
に
つ
い

　　　牧水祭風景
　九月十七日に牧水祭が盛大に行われた。

今年は牧水先生が逝かれて満三十年忌に当

るので東京でも牧水祭が二週間の長きにわ

たって行われた。

真】①歌碑祭　，
　　②祝賀音楽会
　　③記念講演会
　　④応募短歌をみる人々

　
て

昭
和
三
十
三
年
度
の
割
当
三
五

〇
万
円
に
対
し
借
受
資
格
者
四

十
名
を
選
出
し
て
そ
の
第
一
回

二
十
名
分
二
〇
六
万
円
の
申
請

書
類
を
作
成
し
終
え
た
。

尚
残
り
二
十
名
分
は
一
カ
月
以

内
に
申
請
事
務
を
開
始
予
定
で

あ
る
。

開
拓
者
に
対
す
る
維
持
資
金
も

一
般
の
わ
く
外
と
し
て
一
〇
〇

万
円
が
割
当
ら
れ
現
在
申
請
手

続
中
で
あ
る
。

三
、
自
作
農
貯
蓄
組
合
の
●
会

　
と
役
員
改
還
は
次
の
通
り
で

　
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
置
組
織
し
た
自

作
農
貯
蓄
組
合
は
二
年
後
の
昭

和
三
十
三
年
七
月
二
十
八
日
よ

り
八
月
一
日
迄
に
各
部
落
を
巡

回
し
支
部
毎
の
総
会
を
開
催
し

し
、
貯
蓄
組
合
の
充
実
強
化
と

支
部
長
の
役
員
改
選
を
実
施
し

た
。

続
い
て
八
月
八
日
午
前
九
時
よ

り
小
野
田
公
民
館
に
於
い
て
新

支
部
長
野
を
開
催
し
、
組
合
長

、
副
組
合
長
、
理
事
、
監
事
の

改
選
を
実
施
し
た
。

役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

支
部
長
羽
坂

　
　
　
鶴
ノ
内

　
　
　
　
乱
掘

　
　
　
　
〃

　
　
　
・
仲
深

　
　
　
　
坪
谷

　
　
　
小
野
田

　
　
　
　
田
野

　
　
　
　
寺
追

監
事
　
福
瀬

　
　
　
　
仲
瀬

理
事
鶴
ノ
内

　
　
　
　
三
瀬

　
　
　
　
坪
谷

副
組
合
長
羽
坂

組
合
長
小
野
田

賜縮譲肇諸「告醐渠

鵜難警鰻登購

渦
尾
和
三
郎

海
野
　
実
義

寺
原
繁
男

清
水
　
勘
作

三
原
　
速
美

藩
醗
醐
髄
號
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
陰
部
長
派
出
所

◎
狩
猟
法
と
銃
砲
刀
剣
類
等
所

　
持
取
締
法
の
一
部
が
改
正
さ

　
　
れ
ま
し
た

次
に
改
正
さ
れ
た
必
要
な
点
を

七
項
目
あ
げ
ま
し
た
の
で
お
互

い
に
注
意
し
合
っ
て
違
反
者
を

一
人
も
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
，

一
、
狩
猟
関
係

1
、
狩
猟
免
許
は
二
十
才
以

　
上
で
な
い
と
受
け
ら
れ
な

　
い
、
従
っ
て
空
気
銃
で
ス
ズ

　
メ
な
ど
を
捕
る
に
も
二
十
才

　
以
上
の
者
で
丙
種
の
狩
猟
免

許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。

2
、
狩
猟
免
許
の
種
類
が
、
甲

　
種
、
乙
種
、
丙
種
の
三
種
に

　
な
り

　
甲
種
聾
銃
器
以
外
の
方
法
に

　
よ
る
狩
猟
者
。

　
乙
種
1
1
銃
器
（
空
気
銃
を
除

　
く
）
使
用
に
よ
る
狩
猟
者
。

　
丙
種
1
1
空
気
銃
を
使
用
し
て

　
の
狩
猟
者
。

3
、
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と

　
す
る
者
に
対
し
必
要
な
知
識

　
の
向
上
を
目
的
と
し
て
講
習

会
を
開
き
そ
の
講
習
を
受
け

O

　
な
い
者
で
一
一
な
知
識
の
な
」

　
い
者
に
は
免
許
を
与
え
な
い
　
、

　
こ
と
に
な
っ
た
。

4
、
免
許
を
受
け
た
者
が
、

　
関
係
法
令
に
違
反
し
た
と
き

　
は
、
そ
の
免
許
を
取
消
す
事

　
が
出
来
る
こ
と
と
し
、
そ
の

取
消
後
は
二
年
を
経
た
な
い

　
と
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
出

　
来
な
い
。

二
、
銃
砲
刀
剣
類
等
所
持
取
締

　
法
関
係
　
　
　
　
　
　
　
σ

1
、
祭
札
等
の
年
申
行
事
に
用

　
い
る
刀
剣
類
で
一
般
の
風
俗

慣
習
上
所
持
す
る
こ
と
が
止

．
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

　
刀
剣
類
の
所
持
に
つ
い
て
も

　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
許

可
を
受
け
さ
せ
て
こ
れ
を
認

　
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2
、
許
可
を
う
け
又
は
登
録
を

　
し
た
銃
砲
刀
剣
類
で
あ
っ
て

も
指
定
き
れ
た
射
撃
場
で
射

撃
す
る
場
合
や
狩
猟
す
る
時

な
ど
の
ほ
か
、
正
当
な
理
由

季秋

交通安全運動
●

　10．22～10．31

L，

　
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
こ

．
れ
を
携
帯
し
、
又
は
運
搬
し

．
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ

　
た
。

3
、
射
撃
場
の
指
定
を
う
け

　
る
に
は
一
定
の
要
件
を
備
え

　
て
公
安
委
員
会
に
申
請
し
指

　
定
を
受
け
る
よ
う
手
続
が
定

　
め
ら
れ
、
又
猟
銃
や
空
気
銃

　
の
製
造
販
売
を
す
る
と
こ
ろ

　
は
使
用
人
を
公
安
委
員
会
に

　
届
出
で
使
用
人
に
は
届
出
済

　
の
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
更
に
本
年
も
日
時
を
指
定
レ

　
て
町
村
毎
に
一
斉
検
査
を
実

　
施
し
ま
す
の
で
猟
銃
、
空
気

　
銃
の
所
持
者
は
狩
猟
免
許
の

　
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
洩
れ
な

　
く
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

◎
山
陰
部
長
派
出
所
員
の
属
勘

十
月
八
日
付

渡
辺
保
市
巡
査

　
　
　
　
　
　
（
本
署
よ
り
）
、

福
島
武
臣
巡
査

　
　
　
　
　
（
本
署
外
勤
へ
）

・
－
F
　
｝

♪
　
、
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上
　
　
’
こ
ご
漁
’

　
　
　
　
に
る
　

　
　
　
　
　
詰

　
　
　
　
　
凶

　
馬

牧
水
の
於

東
京

麹
町

も

か
げ

時
代

　
△
彼
の
人
類
愛

〃
早
稲
田
〃
へ
の
通
学
道
程

（
徒
歩
）
は
梢
遠
か
っ
た
が
、
鼓

麹
町
区
富
士
見
町
の
吾
ら
の
下

宿
「
常
盤
館
」
は
靖
国
神
域
の

森
影
で
閑
寂
な
環
境
と
霊
峰
冨

士
の
景
観
が
気
に
入
っ
て
階
上

に
二
人
乏
し
く
住
み
つ
い
た
。

此
貧
弱
な
素
人
下
宿
の
二
階
は

数
歯
の
平
家
を
學
ん
で
、
今
を

時
め
く
日
本
画
壇
の
巨
匠
○
○

○
○
の
豪
華
な
大
邸
宅
の
二
階

と
向
い
合
っ
て
、
漸
落
対
比
の

妙
を
成
し
て
い
た
。

画
伯
に
姉
妹
の
令
嬢
が
あ
っ

　
　
　
　
み
ず
み
ず

た
。
揃
っ
て
瑞
々
し
い
容
色
、

優
雅
な
姿
態
、
ま
こ
と
典
型
的

な
美
形
だ
つ
た
。
稀
に
階
上
の

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
冨
士
に
眺
め

入
っ
た
り
、
閑
か
に
読
み
耽
る

事
も
あ
っ
た
。
併
し
私
ら
の
此

〃
眼
の
正
月
〃
は
滅
多
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
。
デ
牧
水
の
発
案

で
誰
か
逸
早
く
彼
女
ら
を
見
付

　
　
　
　
　
　
か
し
わ
で

け
た
者
が
、
軽
く
柏
手
三
つ
打

っ
て
知
ら
せ
合
う
事
に
し
て
其

信
号
を
「
カ
シ
三
ツ
」
と
愛
称

し
た
。

斯
く
た
わ
い
な
い
児
戯
に
興
じ

て
る
中
に
、
其
姉
君
が
フ
ツ
ツ

り
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
余
程

久
し
く
経
つ
た
。
と
、
或
夕
景

に
外
か
ら
帰
っ
た
牧
水
が
悲
痛

　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

な
表
情
で
『
僕
は
今
、
惨
ま
し

い
姉
君
の
フ
ェ
ア
リ
ー
姿
を

　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　

か
い
ま
見
た
髪
も
眉
も
大
方
ぬ

海

野

け
き
っ
て
、
顔
は
赤
腫
れ
に
む

く
ん
で
人
目
を
悼
り
一
月
上

を
よ
う
一
消
え
て
行
っ
た
。

紛
れ
も
な
い
業
病
レ
プ
ラ
だ

ね
。
ア
・
可
愛
想
に
』
と
告
げ

終
っ
て
ハ
ラ
ハ
ラ
と
眼
か
ら
光

る
も
の
を
こ
ぼ
し
た
。

　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ

単
な
る
行
き
ず
り
人
に
も
熱
く

捧
げ
る
評
註
の
情
一
私
は
此
時

　
　
　
　
き
よ

位
、
牧
水
の
聖
い
人
類
愛
に
感

じ
た
事
は
な
か
っ
た
。

其
後
や
が
て
妹
君
も
相
次
で
同

病
で
倒
れ
、
吾
ら
の
「
カ
シ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
ね

ツ
」
と
共
に
バ
ツ
タ
リ
音
を
絶

え
た
。

◇
「
そ
う
で
す
が
歌
」

江
戸
時
代
の
著
名
な
歌
人
香
川

景
樹
は
、
他
を
シ
ン
か
ら
感
動

さ
せ
ぬ
よ
う
な
平
凡
な
低
調
歌

　
　
　
た
だ
ご
と

の
事
を
〃
徒
事
歌
〃
と
称
し
て

い
た
が
、
わ
が
牧
水
は
此
種
の

歌
を
更
に
皮
肉
っ
て
「
そ
う
で

す
が
歌
」
と
唱
へ
て
後
進
を
訓

戒
し
て
い
た
。
其
意
は
1
人
の

実

門　
1 i

心
を
打
た
ぬ
歌
と
い
う
も
の
は

仮
令
へ
ば
内
容
の
な
い
無
味
な

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
る

話
し
や
〃
報
告
〃
を
う
つ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
み
ト

聞
く
よ
う
な
も
の
で
空
耳
を
貸

し
乍
ら
『
ア
・
そ
う
で
す
が
』

と
簡
単
に
受
流
す
に
等
し
い
も

の
だ
と
。

　
　
　
ロ
　
　
も
　
　
も

歌
は
「
ま
こ
と
」
な
り
と
解
し

先
づ
事
物
の
「
真
」
を
捕
え
よ

歌
う
と
こ
ろ
は
真
蟄
な
る
べ
し

と
力
説
す
る
彼
で
あ
っ
た
。

而
し
て
自
省
力
の
強
い
牧
水
は

自
分
の
作
品
を
評
価
す
る
に
も

甚
だ
厳
正
だ
つ
た
。
『
オ
レ
自

身
の
詠
草
に
も
恥
か
し
乍
ら
此

「
ソ
ウ
デ
ス
カ
歌
」
を
随
分
交

え
て
い
る
ヨ
』
と
、
そ
の
玉
石

混
入
を
率
直
に
自
認
し
て
い

た
。斯

く
慢
気
を
払
っ
て
、
只
々
研

磨
精
進
の
一
途
を
辿
っ
た
の
が

斯
道
大
成
の
一
因
を
為
し
た
も

の
。
彼
が
謙
虚
な
雅
懐
の
一

面
質

⑧
◎
㊥
㊥

稲
作
の
大
害
を
な
す
害
虫
に
は

種
々
あ
る
が
、
申
で
も
尤
も
駆

除
に
困
難
を
す
る
の
は
何
ん
と

云
っ
て
も
螺
虫
と
い
な
ご
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
．

最
近
は
パ
ラ
チ
オ
ン
等
の
良
薬

が
出
来
て
上
沼
も
完
全
に
駆
除

出
来
る
と
云
っ
て
居
る
け
れ
ど

出
穂
後
水
田
を
見
廻
っ
て
歩
く

と
誰
の
目
に
も
枯
穂
の
多
い
の

に
驚
か
ぬ
人
は
な
か
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

一
輪
評
松
田
式
農
法
を
取
入
れ

五
月
二
十
五
日
以
後
で
な
い
と

、
苗
代
田
に
播
種
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
当
時
は
梢
々
富
戸

も
少
く
な
っ
て
い
た
が
、
倉
皇

水
稲
を
や
る
様
に
な
っ
て
螺
虫

の
被
害
が
一
段
と
多
く
な
っ
た

様
に
あ
り
ま
す
。

早
期
の
水
稲
に
は
枯
樹
の
被
害

は
見
受
け
ず
、
実
に
立
派
な
出

来
方
で
し
た
が
中
稲
、
晩
稲
に

接
穂
の
多
く
見
ら
れ
る
の
は
早

期
栽
培
を
す
る
様
に
な
っ
て
、

い
ち
じ
る
し
く
瞑
虫
が
多
く
な

っ
て
来
た
様
で
す
。
此
分
に
て

押
進
ん
で
行
っ
た
ら
、
数
年
後

に
は
い
か
に
パ
ラ
チ
オ
ン
等
の

良
農
薬
を
も
つ
て
し
て
も
中

稲
、
晩
稲
は
殆
ど
全
部
と
い
っ

て
よ
い
位
に
枯
穂
に
な
っ
て
如

何
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
年
で
も

豊
作
は
得
て
望
ま
れ
な
い
と
私

は
心
配
し
て
い
ま
す
。

故
に
早
期
水
稲
を
奨
励
さ
れ
る

と
同
時
に
瞑
虫
、
い
な
ご
等
の

徹
底
的
駆
除
の
御
指
導
を
望
む

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
福
島
　
冠
山
窟
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「

家
族
計
画
を
真
剣
に

　
　
　
　
　
　
考
え
ま
し
よ
う

肌
着
一
枚
買
う
に
し
て
も
、
靴

下
一
足
も
と
め
る
に
し
て
も
選

択
に
選
択
を
重
ね
て
買
求
め
る

婦
人
が
子
供
を
生
む
と
い
う
こ

と
は
、
き
わ
め
て
無
計
画
で
自

然
の
成
り
行
き
に
ま
か
せ
、
あ

き
ら
め
と
云
う
か
、
無
知
と
云

う
か
、
生
れ
て
く
る
子
供
が
此

の
き
び
し
い
世
の
中
を
生
き
ぬ

い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
永
い
将

来
の
事
に
つ
い
て
老
え
て
や
ろ

う
と
せ
ぬ
人
が
多
い
。

我
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
不

幸
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
人

口
過
剰
に
あ
る
と
さ
え
云
わ
れ

て
い
る
が
子
供
か
ふ
え
る
、
と

云
う
こ
と
は
自
分
の
一
家
だ
け

で
な
く
国
家
的
に
も
社
会
的
に

も
色
々
大
き
な
負
担
を
か
け

る
。
教
育
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

汽
車
や
汽
船
、
電
車
、
バ
ス
等

も
無
料
で
の
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

官
庁
や
会
社
等
は
家
族
手
当
を

出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
の

に
、
自
分
の
家
庭
は
子
供
を
何

人
持
つ
た
ら
良
い
の
か
と
云
う

事
に
つ
い
て
は
少
し
も
老
冠
を

は
ら
お
う
と
せ
ぬ
の
は
自
分
勝

手
な
や
り
方
で
は
な
い
で
せ
う

か
、
国
、
県
、
家
庭
、
い
や
自

ら
の
健
康
の
点
か
ら
考
え
て
も

家
族
計
画
（
受
胎
調
節
）
と
云

う
事
が
刻
下
の
急
務
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

厚
生
省
の
昭
和
三
十
年
度
人
口

動
態
調
査
に
よ
れ
ば
十
六
秒
毎

に
赤
ん
坊
が
一
人
生
れ
四
〇
秒

毎
に
一
人
死
ん
で
行
く
割
合
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
勘
定
で
行
く
と
一
時
間
に

百
三
十
何
人
、
二
十
四
時
間
で

三
千
三
百
二
十
何
人
、
一
年
間

で
は
な
ん
と
百
二
十
一
万
二
千

八
百
九
十
何
人
か
が
文
字
通
り

時
々
、
刻
々
の
勢
い
で
狭
い
日

本
の
領
土
へ
割
込
ん
で
く
る
訳

だ
か
ら
「
ほ
ん
と
う
か
い
」
と

計
算
を
う
た
ぐ
っ
て
見
た
く
も

な
る
、
之
ぢ
や
あ
大
変
こ
れ
が

五
年
、
十
年
と
積
っ
て
き
た
ら

考
え
た
だ
け
で
も
呼
吸
が
詰
っ

て
く
る
。

食
糧
や
、
住
宅
が
足
り
な
い
の

は
当
然
の
こ
と
、
就
職
難
、
失

業
、
等
々
も
の
す
ご
い
悲
鳴
が

何
処
か
ら
か
聞
え
て
く
る
様
な

気
が
す
る
。
こ
う
し
た
人
口
過

剰
に
よ
る
生
活
の
不
安
を
の
ぞ

く
た
め
に
家
族
計
画
正
し
い
受

胎
調
節
が
必
要
な
訳
で
す
、
た

だ
自
然
に
ま
か
せ
て
生
れ
る
ま

ま
に
産
ん
だ
な
ら
ば
先
に
書
い

た
と
お
り
、
私
達
の
経
済
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い

の
で
す
か
ら
、
産
む
親
も
苦
し

ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
親
は

あ
き
ら
め
る
と
し
て
も
生
れ
た

子
供
が
悲
惨
で
不
幸
な
運
命
に

つ
き
落
さ
れ
る
こ
と
に
思
い
を

め
ぐ
ら
し
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

東
郷
村
の
お
母
様

御
自
分
の
健
康
を
守
り
明
る
い

幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
行
く
上

に
も
是
非
共
家
族
計
画
、
受
胎

調
節
を
早
速
今
日
か
ら
実
行
に

う
つ
し
ま
し
よ
う
。

胎
児
を
お
ろ
す
薬
も
危
い
。

胎
児
を
お
ろ
す
辱
、
盆
な
薬
は
ま

だ
絶
対
に
あ
言
な
せ
ん
。

「
月
や
く
お
ろ
し
」
と
か
「
月

ざ
ら
え
」
と
い
う
よ
う
な
民
間

薬
は
危
険
な
も
の
ば
か
り
で

す
。こ

の
民
間
薬
で
悲
惨
な
結
果
を

招
い
た
例
も
無
数
に
あ
り
ま
す

注
意
し
て
下
さ
い
。

内
服
薬
や
注
射
薬
で
避
妊

飲
み
薬
や
注
射
に
よ
る
避
妊
法

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く

問
わ
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で

わ
た
し
の
提
唱

は
動
物
実
験
を
す
ま
せ
て
す
で
濠
同
額
で
あ
る
事
に
憤
慨
し
て

今
年
は
牧
水
逝
い
て
一
．
一
十
年
と

聞
く
。

秋
冷
の
尾
鈴
山
麓
に
於
い
て
関

係
者
多
数
参
列
の
許
に
盛
大
に

而
か
も
静
粛
に
故
人
の
徳
を
慕

い
そ
の
霊
を
慰
め
る
歌
碑
祭
が

無
事
終
了
し
た
事
は
御
同
慶
に

堪
え
な
い
。

数
年
前
、
自
村
議
員
が
社
会
事

業
に
対
す
る
村
の
助
成
額
と
牧

｝
水
歌
碑
祭
に
助
成
す
る
額
が
ほ

に
人
体
実
験
を
し
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
遠
か
ら
ず
日
本
に
も
入
る
で
一

し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

然
し
値
段
が
高
い
こ
と
は
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
真
に
避
妊

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
階
級
に
は

手
に
入
り
に
く
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

受
胎
調
節
に
つ
い
て
は
各
部
落

の
助
産
婦
さ
ん
国
保
の
保
健
婦

に
御
相
談
下
さ
い
。

東
郷
村
青
年
野
球
を
観
て

八
月
二
十
八
日
（
旧
盆
十
四
日

頃
東
郷
村
青
年
団
の
野
球
試
合

が
あ
る
と
云
う
の
で
、
野
球
狂

の
私
は
早
朝
か
ら
夕
暮
ま
で
一

球
一
打
も
見
落
さ
ず
昼
食
も
と

ら
ず
至
極
熱
心
に
観
戦
し
た
。

福
瀬
チ
ー
ム
は
抽
箴
の
結
果
小

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
組
に
な
っ
た

の
で
私
は
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の

三
塁
側
の
セ
ン
ダ
ン
の
木
の
下

に
陣
取
り
ま
し
た
。

第
一
回
戦
の
遠
雷
対
迫
の
内
B

チ
ー
ム
の
一
戦
は
1
8
1
0
の
ス

コ
ア
を
以
て
福
瀬
チ
ー
ム
が
勝

ち
ま
し
た
。

第
二
戦
は
羽
坂
－
迫
の
内
A
チ

鰯「願一一一一一隅廓階一繭一一噂顧爾一一一一隔一一”
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　　噸一一働幽日一鱒幽口幅隅需■一■■一一一一一■■●

九月下旬から十月上旬にかけて小申学校、

青年団、婦人会、部落、などの運動会がに

ぎやかに開かれて父兄や村人達は楽しい一
日を送った。

旧

く

モ　　嘱酬二二
麟

●

『写真』①小学生の障碍物競走②中学生の

　　　タンブリング　③部落運動会（鶴の

　　　内）④観覧中の老人をいたわる村長

長
　
渡
　
清
　
八

ー
ム
で
は
羽
坂
チ
ー
ム
が
勝
ち

ま
し
た
の
で
結
恩
愛
坂
－
福
瀬

の
決
戦
の
結
果
5
1
2
の
ス
コ

ア
で
福
瀬
チ
ー
ム
が
勝
抜
き
ま

し
た
の
で
優
勝
戦
は
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
勝
ち
進
ん
だ
小
野
田

チ
ー
ム
ー
聖
廟
チ
ー
ム
と
が
決

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果

小
野
田

福
　
瀬

11

4000

AOOO

一一
R0

81
A

夕
闇
せ
ま
り
ボ
：
ル
の
行
方
も

見
え
ぬ
様
に
な
り
ま
し
た
の
で

残
念
な
が
ら
最
後
ま
で
試
合
を

続
行
出
来
な
か
っ
た
事
は
甚
だ

遺
憾
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

青
年
諸
君
が
酷
暑
の
候
、
し
か

も
終
日
、
好
ゲ
ー
ム
を
元
気
一

杯
に
繰
り
ひ
ろ
げ
て
く
れ
た
実

況
を
観
戦
し
た
私
は
思
い
ま
し

た
。近

頃
の
青
年
は
非
常
に
真
面
目

に
な
っ
て
来
た
。
そ
し
て
自
費

を
も
つ
て
道
具
を
購
っ
て
毎
日

家
業
の
余
暇
を
さ
い
て
野
球
と

か
、
バ
レ
ー
と
か
の
ス
ポ
ー
ツ

方
面
に
熱
を
出
し
て
来
た
と
云

う
こ
と
は
、
大
変
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
其
の
技

禰
も
大
変
す
ぐ
れ
て
い
て
、
今

春
宮
崎
ぢ
フ
ン
ド
で
観
た
九
州

「
歌
人
牧
水
が
経
済
的
に
ど
れ

程
本
村
に
貢
献
し
た
か
」
の
一

席
を
ぶ
っ
て
世
論
を
溢
か
せ
た

事
が
あ
る
。
成
程
、
牧
水
が
本

村
に
及
ぼ
し
た
経
済
的
数
字
を

挙
げ
た
記
録
は
未
だ
知
ら
な
い

が
問
題
は
牧
水
が
日
本
の
大
詩

人
に
止
ら
ず
今
や
世
界
的
詩
人

と
し
て
名
声
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
事
は
郷
土
人
に
と
っ
て
理
く

つ
抜
き
に
大
き
な
誇
り
と
云
え

る
で
あ
ろ
う
。

吾
々
は
牧
水
の
人
間
的
詩
情
に

触
る
る
時
、
何
処
に
住
ん
で
い

て
も
故
郷
の
美
し
さ
と
懐
し
さ

を
終
世
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い

の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
戦
後
牧
水
祭
に
二
回

臨
む
機
会
を
得
た
が
そ
の
静
粛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
し
て
盛
大
さ
に
頭
を
打
た
れ

る
が
そ
の
申
で
こ
れ
は
ど
う
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
ニ
ツ

程
あ
っ
て
い
つ
も
気
懸
り
で
な

ら
な
い
。

第
一
に
歌
碑
に
酒
を
ふ
り
懸
け

る
儀
式
、
第
二
式
終
了
後
参
列

者
を
交
え
た
祝
賀
会
の
在
方
に

つ
い
て
で
あ
る
が
前
者
は
牧
水

が
酒
を
好
ん
で
呑
ん
だ
事
に
因

ん
だ
儀
式
で
あ
ろ
う
が
一
網
実

物
の
酒
二
升
を
歌
碑
に
か
け
る

必
要
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
事

だ
。
牧
水
が
生
き
て
い
て
悦
ん

で
こ
れ
を
呑
む
訳
で
も
な
い
か

ら
大
衆
の
前
で
道
幅
る
事
は
ま

こ
と
に
勿
体
な
い
話
で
あ
る
。

こ
れ
を
全
国
的
に
み
れ
ば
年
々

何
百
何
斗
の
酒
が
捨
て
ら
れ
る

か
と
思
う
と
色
身
そ
の
感
が
深

い
。
こ
れ
は
飽
く
迄
も
儀
式
で

あ
る
か
ら
盃
一
杯
の
神
酒
を
竹

し
ば
に
で
も
つ
け
て
振
り
そ
そ

い
で
そ
の
後
二
升
の
ビ
ン
に
神

酒
と
書
い
た
紙
で
も
貼
っ
て
気

分
を
出
し
て
ふ
り
そ
そ
げ
ば
そ

れ
で
結
構
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て

実
物
の
酒
二
升
は
後
で
必
ず
行

わ
れ
る
祝
賀
会
に
廻
し
た
ら
釜

礼
廃
止
が
出
来
て
一
挙
両
得
で

は
な
い
か
。

次
に
後
者
の
賀
祝
会
の
在
方
で

あ
る
が
こ
れ
は
又
非
民
主
的
な

宴
会
で
非
常
に
不
快
千
萬
で
あ

る
。
先
方
か
ら
み
え
た
歌
人

ゆ
か
り
の
あ
る
方
は
上
席
で
部

落
民
が
区
長
以
下
百
数
十
人
屠

並
ん
で
歌
人
を
偲
び
つ
つ
酒
く

み
交
す
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

内
、
上
座
の
二
十
人
位
の
お
客

に
並
べ
ら
れ
た
さ
か
な
と
部
落

民
に
並
べ
た
さ
か
な
に
甚
だ
し

い
差
別
が
あ
る
と
云
う
小
さ
い

事
で
あ
る
が
、
人
種
の
差
別
を

し
て
い
る
処
に
お
さ
ま
ら
な
い

不
快
の
虫
が
酒
が
進
む
に
つ
れ

て
不
平
と
な
っ
て
飛
び
出
す
の

で
始
末
が
悪
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
成
程
明
朗
を
欠
く
と
思

う
の
で
最
初
は
差
別
を
つ
け
㌍

い
と
こ
ろ
で
一
様
に
ナ
マ
ス
を

っ
つ
い
て
軽
く
や
り
特
別
に
歓

待
の
必
要
が
あ
れ
ば
二
次
会
で

も
設
け
て
別
座
で
や
ら
れ
た
方

が
礼
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

終
戦
後
十
年
今
年
の
牧
水
祭
も

相
変
る
事
な
く
右
へ
な
ら
え
で

行
わ
れ
る
事
は
寂
し
い
。

わ
た
し
は
小
さ
い
問
題
か
ら
一

つ
ノ
＼
改
め
本
当
に
立
派
な

る
い
歌
碑
祭
に
盛
り
上
げ
て
貰

い
た
い
一
念
に
外
な
ら
な
い
次

第
で
あ
る
。
’

　
　
　
　
　
　
（
栄
楽
生
）

高
校
野
球
戦
に
も
そ
う
劣
っ
て

居
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
切
角
こ
こ
ま

で
気
乗
り
し
て
来
た
青
年
野
球

戦
に
対
し
て
村
当
局
は
勿
論
、

一
般
フ
ア
ン
の
熱
の
不
足
し
て

居
る
点
に
対
し
て
冠
山
は
暗
然

と
し
て
、
夕
暮
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。

牧
水
祭
に
つ
い
て
の

提
唱
に
答
え
て
　
係
か
ら

牧
水
祭
の
行
事
に
つ
い
て
貴
重

な
御
提
唱
を
い
た
望
き
深
謝
い

た
し
て
い
ま
す
。
来
年
か
ら
は

出
来
る
だ
け
御
意
志
に
添
い
た

い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
第
一

の
問
題
の
献
酒
で
す
が
毎
年
一

升
献
酒
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

歌
碑
に
そ
そ
ぎ
ま
す
の
は
一
合

か
二
合
で
あ
り
ま
し
て
残
は
歌

碑
祭
に
参
列
し
た
方
に
少
し
つ

つ
い
た
望
い
て
も
ら
い
ま
す
が

そ
れ
で
も
毎
年
五
合
位
は
残
し

て
牧
水
先
生
の
姉
し
づ
さ
ん
に

あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
づ
お
ば
あ
さ
ん
は
こ
れ
を
何

よ
り
の
楽
し
み
と
し
て
待
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
こ
れ
は
し
づ
お

ば
あ
さ
ん
の
存
命
中
は
今
の
ま

ま
の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
二
の
問
題
点
の
祝
賀
会
の
あ

り
方
で
す
が
初
め
は
招
待
し
た

方
の
み
に
限
定
し
て
い
た
の
で

す
が
参
列
の
村
民
も
一
緒
に
祝

賀
会
を
す
る
よ
う
に
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
、
肴
は
外

来
の
招
待
客
だ
け
で
結
構
村
内

の
者
は
酒
だ
け
で
よ
い
か
ら
と

の
声
が
し
き
り
に
起
り
ま
し
た

の
で
現
在
の
姿
に
し
た
の
で
す

が
然
し
こ
れ
は
将
来
改
む
べ
き

点
が
多
く
あ
る
と
係
も
考
え
て

い
ま
す
。
漸
次
改
め
て
行
き
た

い
と
思
う
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

◇
　
く
さ
む
ら
に
し
だ
く
虫
の

ね
が
よ
う
や
く
老
い
る
頃
に
な

る
と
山
裾
の
段
々
畑
に
ソ
バ
の

花
が
真
白
に
咲
き
　
遇
の
か
ん

高
き
鳴
き
ね
が
き
か
れ
て
稔
の

秋
が
訪
ず
れ
る
。

今
年
は
打
ち
続
い
た
日
照
り
の

た
め
用
水
に
不
足
の
田
圃
は
乏

し
い
稔
の
姿
で
あ
る
。
台
風
禍

の
な
い
年
は
早
魑
禍
と
天
候
は

誠
に
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
も

の
だ
。

だ
か
ら
遠
い
慮
も
お
互
の
生
活

に
大
事
な
こ
と
が
ら
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

◇
　
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬

に
か
け
て
村
内
中
小
学
校
や
青

年
団
、
婦
人
会
な
ど
の
運
動
会

が
盛
会
裡
に
行
わ
れ
た
こ
と
は

よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る

が
、
見
物
人
の
中
に
は
や
は
り

物
見
遊
山
的
な
気
分
の
者
も
少

く
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
特
に
中
小
学
校
の
運
動
会

は
教
育
の
測
鎖
と
し
て
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
観
覧
す
る
父

兄
の
態
度
も
自
ら
そ
う
し
た
気

持
が
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

◇
　
十
月
号
を
お
く
る
御
一
読

を
乞
う
。

行
く
秋
や
大
根
昌
に
鳴
く
雀

「

「

嘱罎

　「　　「
ぞワ

櫓蜘藤亭

ム
「

プ　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

￥一一醸瓢講論轍醜，痴魎謡細燃｛繍
　　　　　　　　　　　　軍

蜘遡
況
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